
報告事項ウ 

 

 

企画展「江戸絵画から《ブリロ・ボックス》まで」の開催について 

 

企画展「江戸絵画から《ブリロ・ボックス》まで」の開催について､ 別紙のと

おり報告します｡ 

 

 

令和８年２月１６日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 



企画展「江戸絵画から《ブリロ・ボックス》まで」の開催について 

 

令和８年２月１６日 

美術館・博物館 

 

鳥取県がこれまで５０年以上の歳月をかけて収集してきた美術コレクションについて、鳥取

県立博物館の特別展示室を会場に、鳥取藩絵師の作品からアンディ・ウォーホルの《ブリロ・

ボックス》まで、幅広い分野から選りすぐった作品を展示します。 

１ 会期 

令和８年２月２８日（土）から３月２２日（日）まで（開館日数２３日間） 

〔休館日：会期中の月曜日〕 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室 

３ 主催 

鳥取県立美術館 

４ 共催 

  鳥取県立博物館 

５ 観覧料 

一般４００円（前売・団体：３００円） 

(大学生以下、７０歳以上、学校教育活動での引率者、障がいのある方・難病患者の方・

要介護者等及びその介護者は無料) 

６ 関連事業 

美術館長や担当学芸員によるギャラリートークを開催 

 

＜概要＞ 

鳥取県がこれまで５０年以上の歳月をかけて収集してきた美術コレクションは、「鳥取県の美 

術」を中心に、「国内外の優れた美術」、「同時代の美術の動向を示す作品」によって構成されてい

ます。本展では、その作品群をより多くの県民の方々に楽しんでいただくため、鳥取県東部地区

に位置する鳥取県立博物館の特別展示室を会場に、選りすぐりの作品によって展示内容を組み立

て、企画展として紹介します。 

 

＜主な出品作家等＞ 

・土方稲嶺や黒田稲皐、与謝蕪村や酒井抱一等、江戸時代の優れた画家たちの作品。 

・濱田庄司や河井寬次郎、バーナード・リーチ等、近代以降の民藝運動に関係した様々な工

芸家の作品。 

・前田寛治や伊谷賢蔵、辻晉堂、塩谷定好、植田正治といった鳥取県を代表する洋画家、彫

刻家、写真家たちの代表的な作品。 

・フランスの画家ヴラマンクやジョルジュ・ルオーの作品。 

・美術の世界のあり方を変えたアンディ・ウォーホルの《ブリロ・ボックス》。 

・川俣正や森村泰昌、小林正人ややなぎみわ等、日本の現代美術をリードする作家の作品。 

・手島右卿、井上有一、柴山抱海の書作品。 
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